
公益社団法人 日本観光振興協会

観光基本計画の策定事例
（自治体とDMOの協力）



住民

来訪者 ステークホルダー

②満足度にとどまらず
様々な事柄への意識を把握

秋田県鹿角市

①観光事業者・従事者に
限らないステークホルダー



観光庁 観光地域づくり法人（DMO）における
『自主財源開発手法ガイドブック』P84参照

地域DMO「かづのDMO」（株式会社かづの観光物産公社 秋田県鹿角市・鹿角郡小坂町）が
ステークホルダーの意識・地域の評価を調査するためDestination NEXTを活用



観光庁 観光地域づくり法人DMOによる『観光地経営ガイドブック』P３６参照

地域DMO （株）かづの観光物産公社（秋田県鹿角市・鹿角郡小坂町）



鹿角市役所の考え
①計画の策定にあたって

・関係者が捉えている「観光」「観光資源」「観光客」の認識の違いを把握

・計画策定におけるSWOT分析の変化の少なさ

・社会の変化に合わせた、客観的なデータに基づくインバウンド誘客

・計画策定における客観的なデータの提示と、関係者と共通の認識を
もって進めていく必要性

・市内関係者の分析による「自分がやりたいこと」「好きなこと」などの
思い入れが反映されてしまう可能性



鹿角市役所の考え
②DestinationNEXTについて

・世界標準の客観的な視点と項目で
強み・弱みが明らかになることの有効性

・海外で約400地域、国内でDMOなど20地域と
多くの地域で使われているツールであることによる受け入れやすさ

・市の計画として大きな方向性を見出すのに丁度良い
評価項目と考える余地

【例】○ 来訪者に上質なアウトドア体験を提供しているか
× スキー場はあるか 登山はできるか ジップラインはあるか



鹿角市役所の考え
③次期計画への活用

・次期計画策定時に実施することで
鹿角市の観光が5年間でどのように変化したかを確認することが可能

秋田県鹿角市観光振興基本計画
（令和8年度～令和12年度）P25



秋田県鹿角市観光振興基本計画
（令和8年度～令和12年度）P２９～３１

観光振興基本計画の策定に向けて地域の
ステークホルダーとワークショップを開催
（観光産業推進ミーティング）

市役所・DMOの協力で地域の様々な声を
反映。市役所職員のファシリテーションと
ＤＭＯの地域連携力で実施

自治体の「観光基本計画」とDMOの「観光
地経営戦略」の整合性を保つ



エドモントン市の基本計画（行政）

観光基本計画（DMO）

観光基本計画はDMOが策定→日本でも観光地経営戦略はDMOの役割に

カナダ・エドモントンのDMO
EXPLORE EDMONTONの観光基本計画

海外事例



鹿角市の観光振興計画も
ステークホルダーの意識調査を
しっかりと行い北米のDMOの
スタンダードに近いものに



ご清聴ありがとうございました

DMOに関する様々なトピックを掲載

DMOなび


